
 

令和３年度 第１回 大阪市社会福祉審議会 

高齢者福祉専門分科会 介護保険部会 会議要旨 

 

１ 開催日時 令和４年３月 22日（火） 14時 00分～16時 00分 

 

２ 議 事 

 〇審議事項 

（１）大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会介護保険部会の部会長等の選出等につい

て 

（２）大阪市高齢者実態調査について 

 

 〇報告事項 

（１） 介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況について 

（予防給付からの移行サービス） 

 

３ 配布資料 

【資料】 

１   令和４年度大阪市高齢者実態調査等の概要 

２   高齢者福祉専門分科会及び部会における委員意見及び本市の考え方 

３－１ 本人調査について 

３－２ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 

３－３ 介護サービス利用者・未利用者・介護者調査について 

３－４ 介護支援専門員調査について 

３－５ 施設調査について 

４   高齢者実態調査及び介護予防日常生活圏域ニーズ調査の各調査に係る調査票案 

４－１   本人調査 調査票 

４－２   介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 調査票 

４－３－１ 介護サービス利用者調査・介護者調査 調査票 

４－３－２ 介護サービス未利用者調査・介護者調査 調査票 

４－４   介護支援専門員調査 調査票 

４－５   施設調査 調査票 

５－１ 介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況について 

５－２ 介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況について（数値編）     

 

【参考資料】 

１   大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会介護保険部会 委員名簿 

２－１ 社会福祉法（抄） 

２－２ 大阪市社会福祉審議会条例 

２－３ 大阪市社会福祉審議会条例施行規則 

２－４ 大阪市社会福祉審議会運営要綱 

３   高齢者実態調査等について（令和 4年 1月 31日高齢者福祉専門分科会配付資料） 



 

 

４ 委員意見等 

【審議事項（１）】  

○事務局から、「大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会介護保険部会の部会長等の選出等

について」の内容を説明。 

 

○大阪市社会福祉審議会条例施行規則第５条第３項の規定に基づき、委員の互選により、川井

委員が介護保険部会長に選出された。 

 

○大阪市社会福祉審議会運営要綱第４条第２項の規定に基づき、川井介護保険部会長から、神

部委員を介護保険部会長代理とする旨の指名があった。 

 

(主な意見等) 

   特になし 

 

【審議事項（２）】 

○事務局から、資料１、資料２、資料３－１～３－５、資料４－１～４－５に基づき、「大阪市

高齢者実態調査について」の内容を説明。 

 

(主な意見等) 

本人調査について 

・問８の新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活への影響について問う設問につい

て、「メール、電話、オンラインでの連絡が増えた」は、この３つの媒体に限定している印

象があるため、「メール、電話など情報通信機器での連絡が増えた」の方がよいのではない

か。 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 

・問２（９）の外出を控えている理由を問う設問について、コロナ対策の場合は、どの選択

肢が該当するのか分かりにくい。 

・本人調査の問 10と、ニーズ調査の問８（３）はどちらも「現在の生活の満足度」を聞いて

いるが、重複する設問はニーズ調査に移行するのではないのか。 

 

介護サービス利用者・未利用者・介護者調査について 

・利用者調査及び未利用者調査の問４「現在抱えている疾病等」について、過去に疾病等を

抱えていたが、現在は治療等を行っていない人は、どの選択肢で回答すれば良いのか分か

らない。迷わないように配慮してほしい。 

・ケアマネ調査においてヤングケアラーに関する質問を新規追加しているが、そのような設

問とリンクさせるのであれば、利用者調査の問 40 及び未利用者調査の問 38 にある介護者

の年齢を問う設問について、「20歳未満」より下の年代についても細分化して設定した方が



 

良いのではないか。 

・介護サービス利用者調査（介護者調査）の問 51介護保険サービスの満足度についての選択

肢が「１ 満足している」「２ ほぼ満足している」「４ やや不満である」とあるが、解

釈しづらい表現だと思うので、「満足」「やや満足」「やや満足ではない」に修正してはどう

か。 

・利用者調査の問 34 及び未利用者調査の問 31 で「認知症の有無」について聞いているが、

一人暮らしで認知症の症状があることが自分で分からない人は、答えられないのではない

か。 

・利用者調査の問 45及び未利用者調査の問 55で介護者が不安に感じる介護を問う設問で「11 

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）」とあり、ケアマネ調査の問８－２では「４ ス

トーマ（人工肛門）の処置」とある。利用者・未利用者調査の選択肢の方が（人工肛門）と

いう注釈が必要なのでは。 

 

介護支援専門員調査について 

・特になし 

 

施設調査について 

・問８－３の施設においてクラスターが発生した際の苦慮した対応を問う設問について、「６．

感染した方に対するサービス提供体制の確保（職員確保を含む）」などとした方が良いので

はないか。 

 

  ・コロナ渦において、入院できず施設で亡くなった方もおられ、施設側としては対応に苦慮

した状況がある。可能であれば、このような実態についても調査してほしい。 

 

【報告事項（１）】 

○事務局から、資料５－１、資料５－２に基づき、「介護予防・日常生活支援総合事業の実施状

況について（予防給付からの移行サービス）」の内容を説明。 

 

(主な意見等) 

 ・利用率の低下等について、訪問介護は、人材不足が影響している可能性もあると思う。 

 

・事業所としては、売り上げが下がるということは大変な状況である。安定的なサービスの

維持・提供について、今後議論が必要となってくる。 

 

・今回の結果がコロナによる「利用控え」か、そうでないのか。本当に必要な方が使えない

というようなことがないようにしないといけない。 

 

 


